
題字 小松市長 宮橋 勝栄 題字 小松市長 宮橋 勝栄 

(優良公民館表彰) (功労者表彰) (特別功労者表

彰) 

(優良職員表彰) 

受
賞
者
一
覧 

第

回 

小
松
市
公
民
館
大
会 

開
催 

心豊かな人づくり 元気あふれる町づくり 
       市民の絆をつなぐ公民館活動 

(月津校下公民館 

 山路館長 実践発表) 

                                    
 

 

    

令
和
６
年
度 

小
松
市
公 

民
館
大
会
は
、
12
月
８
日 

(

日)

午
前
９
時
30
分
よ
り 

第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ 

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。 

中
屋
会
長
よ
り
「
今
、
公 

 
 

 
 

 

民
館
も
時
代
に
沿
っ
た
組
織 

 
 

 
 

 

体
制
が
必
要
」
と
の
挨
拶
の 

後
、
優
れ
た
活
動
を
し
た
公 

民
館
や
、
長
年
公
民
館
活
動 

に
励
ん
だ
功
労
者
・
優
良
職 

員
に
賞
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
宮
橋
勝
栄
市
長 

よ
り
「
能
登
半
島
地
震
の
発 

生
に
よ
り
、
公
民
館
活
動
に 

も
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
改 

め
て
公
民
館
の
大
切
さ
を
感

じ
た
。
今
後
、
よ
り
良
い
地
域
活
動
を
目 

指
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
ほ
し
い
」
。 

新
田
寛
之
議
長
よ
り
「
公
民
館
は
身
近

な
地
域
の
拠
所
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
学
び
の
場
と
し
て
、
更
に
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
願
う
」
と
の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。 

山
本
民
夫
教
育
長
、
岡
山
晃
宏
福
祉
文

教
常
任
委
員
長
、
建
部
磯
香
Ｆ
Ａ
Ｖ
Ｏ 

南
加
賀
版
編
集
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ

れ
ま
し
た
。 

式
典
後
の
実
践
発
表
で 

は
月
津
校
下
公
民
館
よ
り 

「
月
津
校
下 

史
跡
・
遺
跡 

    

巡
り
教
室
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
、
ふ
る
さ

と
文
化
再
発
見
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る

史
跡
や
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
解
説
と
、
地

域
の
子
ど
も
教
室
の
一
環
と
し
て
も
取
り

組
ん
で
い
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、 

粟
津
校
下
公
民
館
長
の
山 

本
博
之
＆
南
出
あ
け
み
に 

よ
る
「
ギ
タ
ー
＆
ピ
ア
ノ 

の
デ
ュ
オ
」
。
懐
か
し
き
歌 

謡
曲
を
披
露 

し
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

記
念
講
演
は
、 

『
小
松
っ
子 

 
 

 
 

 
 

 

を
育
て
る 

市
民
会
議
』 

 
 

 
 

 
 

 

と
の
合
同 

開
催
と
し
、 

辰
巳
議
長 

挨
拶
の
後
、 

山
本
民
夫
教
育
長
よ
り
記
念 

講
演
『
こ
れ
か
ら
の
学
び
～ 

新
時
代
に
向
け
て
』
と
題
し
、 

人
間
力
を
育
て
る
こ
と
の
大 

切
さ
や
、
地
域
の
公
民
館
で 

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
人 

生
を
豊
か
に
す
る
力
を
育
て 

て
ほ
し
い
と
お
話
し
て
い
た 

だ
き
ま
し
た
。 

 

  

 

優
良
公
民
館
表
彰 

国
府
校
下
公
民
館 

 

特
別
功
労
者
表
彰 

木
原 

浩
二(

符
津
校
下)

 

 

功
労
者
表
彰 

西
木 

裕
一(

稚
松
校
下)

 

橘 
 

靖
久(

上
本
折
町)

 

澤
川 

喜
博(

串
校
下)

 

田
井 

哲
哉(

白
山
町)

 
 

小
田
原 

成
人(

月
津
校
下)

 

今
森 

達
也(

稚
松
校
下)

 

山
田 

敏
朗(

長
崎･

坊
丸
町)

 

岡
田 

直
樹(

犬
丸
校
下)

 

 
 

優
良
職
員
表
彰 

滝
ケ
浦 

啓
介(

佐
々
木
町) 

早
瀬 

佐
俊(

波
佐
谷
校
下)

 

坂
下 

隆
行(

佐
々
木
町)

 

藤
伊 

 

滋(

粟
津
町)

 

坂
田 

浩
幸(

金
野
校
下)

 

西
出 

雅
博(

日
吉
町)

 

海
老 

邦
洋(

湯
上
町
） 

北
山 

 

隆(

苗
代
校
下
） 

柏
田 

整
治(

扇
原
町
） 

高
野 

一
也(

林
町
） 

 大
会
の
様
子
は
、
小
松
市
公
民
館
連
合
会 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
配
信
し
て
い
ま
す
。 

（1）       小松市公民館連合会 会報 第 92 号 令和７年３月１５日 
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館
報
紙(

誌) 

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰 

   
(

応
募
総
数 

26
誌)

 
 

最
優
秀
賞
★ 

『
広
報
み
の
わ
』 

 

蓑
輪
町
公
民
館 

 

優
秀
賞
★ 

『
東
陵
』 

 
 

 
 

東
陵
校
下
公
民
館 

『
広
報
わ
か
す
ぎ
』 

若
杉
町
公
民
館 

『
湯
の
郷
あ
わ
づ 

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』 

粟
津
町
公
民
館 

 

奨
励
賞
★ 

『
一
里
塚
』 

 
 

 

串
茶
屋
町
公
民
館 

『
か
わ
ら
版
れ
ん
だ
い
じ
』 

蓮
代
寺
校
下
公
民
館 

『
シ
マ
に
こ
に
こ
便
り
』 

島
町
公
民
館 

『
ふ
る
さ
と
』 

 
 

一
針
町
公
民
館 

 

審
査
員
特
別
賞
★ 

『
紅
梅
』 

 
 

長
谷
町
公
民
館 

 

審
査
講
評(

建
部
審
査
委
員
長) 

 

切
り
口
や
見
せ
方
を
工
夫
し
伝
え
る

事
は
重
要
で
す
。
今
後
も
、
自
分
の
住
む

『
地
域
』
に
自
信
と
興
味
、
関
心
を
持
っ

て
館
報
誌
づ
く
り
に
取
組
ん
で
ほ
し
い
。 

思
い
を
込
め
て
作
っ
た
も
の 

は
必
ず
相
手
に
届
き
ま
す
。 

 

 

館
長
‣
主
事
合
同
視
察
研
修 

 

日
時 

10
月
20
日
（
日
） 

参
加 

21
名 

 

本
年
度
の
主
事
会 

視
察
研
修
は
、
小
松 

市
外
の
施
設
を
め
ぐ 

る
事
で
他
の
地
域
の 

活
動
や
取
り
組
み
を 

学
ば
せ
て
頂
き
、
自 

分
達
の
地
域
に
持
ち 

帰
り
公
民
館
の
活
動 

に
活
か
す
目
的
で
実 

施
し
ま
し
た
。
今
年 

は
小
松
市
の
バ
ス
が 

使
え
ず
、
レ
ン
タ
カ 

ー
で
の
開
催
と
な
り 

ま
し
た
。
今
回
は
、 

館
長
に
も
お
声
掛
け 

し
、
各
館
長
と
の
交
流
を
深
め
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。「
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の

い
ち
カ
ミ
ー
ノ
」
は
、
公
民
館
施
設
に
加 

え
て
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
機
能
を
併
せ
持 

っ
た
複
合
施
設
で
様
々
な 

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
施 

設
で
し
た
。｢

学
び
の
杜 

の
の
い
ち
カ
レ
ー
ド｣

は 

図
書
館
を
メ
イ
ン
に
し 

た
、
公
共
文
化
交
流
施 

設
で
し
た
。
「
ト
レ
イ
ン 

パ
ー
ク
白
山
」
や｢

石
川 

県
立
図
書
館
」
も
見
学 

し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年 

は
市
内
を
め
ぐ
る
視
察 

で
し
た
が
、
今
年
は
少 

し
趣
向
を
変
え
て
実
施 

し
ま
し
た
。 

主
事
会
長 

道
券 

聡 

 

 

   

「
松
東
地
区
の
災
害
時
に
つ
い
て
の 

防
災
知
識
を
学
ぶ
」 

日
時 

11
月
10
日
（
日
）
９
時 

会
場 

市
立
松
東
体
育
館 

研
修
室 

参
加 

40
名 

講
師 

小
松
市
防
災
士
の
会 

（
顧
問
） 

山
本
政
廣 

氏 

今
回
、
能
登
半
島
地
震 

及
び
豪
雨
な
ど
の
災
害 

に
伴
い
研
修
会
を
開
催
。 

最
新
版
の
ハ
ザ
ー
ド 

マ
ッ
プ
に
よ
り
松
東 

地
区
の
各
町
内
区
域
の 

浸
水
地
域
を
理
解
し
、 

➀
服
装
は
夏
で
も
長
袖
服
・
長
ズ
ボ
ン
・ 

ズ
ッ
ク
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
②
必
ず
１
日

分
の
食
料
を
用
意
③
避
難
所
ま
で
の
経
路

が
ど
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
か
を
覚
え
て
お

く
等
の
要
点
な
ど
参
加
者
の
理
解
度
を
高

め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
防
災
訓
練
を
重 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ね
て
い
く
事
で 

地

域

の

方

々

一

人

一

人

の

自

主

防

災

意

識

が

高

ま

る

事

が

最

も

大

切

で

は

な

い

か

と

思

わ

せ

て

頂

く

事

が

出
来
、
有
意
義 

な

研

修

会

に 
な
り
ま
し
た
。 

  

「
南
部
地
区
の
遺
跡
か
ら
わ
か
る 

南
部
の
歴
史
・
探
訪
」 

日
時 

11
月
24
日
（
日
）
13
時
半 

会
場 

市
立
南
部
公
民
館 

視
聴
覚
室 

参
加 

27
名 

講
師 

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

村
上
昂
之 

学
芸
員 

研
修
会
で
は
、
人
類
が
狩
り
に
よ
り
集

団
生
活
を
始
め
た
２
万
年
～
１
万
５
千
年

前
の
話
か
ら
始
ま
り
。
地
球
温
暖
化
に
よ

り
木
場
、
粟
津
校
下
辺
り
ま
で
海
が
迫
っ

て
い
た
南
部
地
区
は
、
そ
の
後
の
寒
冷
化

に
よ
り
、
今
江
潟
、
木
場
潟
、
柴
山
潟
の

加
賀
三
湖
が
出
現
し
月
津
台
地
を
中
心
に

三
湖
の
周
辺
で
定
住
が
は
じ
ま
り
、
大
陸

か
ら
伝
わ
っ
た
稲
作
が
始
ま
り
ま
す
。 

ま
た
、
木
場
や
粟
津
地
域
は
三
湖
を
利

用
し
て
安
宅
か
ら
日
本
海
に
抜
け
る
水
上

交
通
が
盛
ん
に
な
り
、
や
が
て
飛
鳥
時
代

に
は
こ
れ
を
利
用
し
た
製
陶
業
や
製
鉄
業

が
蓮
代
寺
・
木
場
、
そ
し
て
粟
津
・
那
谷
・

江
沼
地
域
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

安
宅
湊
か
ら
は
人
や
文
物
、
技
術
が
行

き
来
し
、
加
賀
国
の
長
官
を
務
め
た
国
司

も
都
か
ら
の
行
き
来
に
使
用
し
た
と
の
こ

と
で
し
た
。 

南
部
地
区
は
、
遠
く
古
代
の
昔
か
ら
加

賀
三
湖
な
ど
の
豊
か
な
恵
み
を
う
け
た
定

住
が
進
む
と
と
も
に
、
そ 

の
周
辺
で
は
製
鉄
や
須
恵 

器
製
造
な
ど
「
も
の
づ
く 

り
」
の
産
地
と
し
て
栄
え
、 

今
の
小
松
発
展
の
礎
を
し 

っ
か
り
固
め
て
き
た
と
の 

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。 

（2）         小松市公民館連合会 会報 第 92 号 令和７年３月１５日 



  

近
年
の
安
全
保
障
環
境
と
災
害
派
遣
活
動 

日
時 

11
月
26
日
（
火
）
19
時 

会
場 

日
末
会
館 

参
加 

30
名 

講
師 

航
空
自
衛
隊
第
六
航
空
団
副
司
令 

一
等
空
佐 

今
井 
勝
文 

氏 

今
年
度
日
末
校
下
で
西
部
地
区
研
修

会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
日
末
校
下
ら

し
い
題
材
は
何
か
と
館
長
と
打
ち
合
わ
せ

を
し
た
の
で
す
が
、
も
の
の
10
秒
で
「
自

衛
隊
だ
！
」
と
意
見
が
一
致
し
航
空
自
衛

隊
小
松
基
地
よ
り
今
井
副
司
令
に
お
越
し

い
た
だ
き
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

現
在
の
我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
や

小
松
基
地
が
担
う
業
務
の
内
容
な
ど
の
説

明
の
後
、
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
、
９
月
下
旬
に
発
生
し
た
能
登
半
島
豪

雨
災
害
に
お
け
る
災
害
派
遣
活
動
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。 

報
道
さ
れ
な
い
舞 

台
裏
の
お
話
や
今
後 

の
課
題
な
ど
最
前
線 

で
し
か
分
か
り
得
な 

い
貴
重
な
お
話
を
聞 

く
に
あ
た
り
自
分
達 

が
い
か
に
自
衛
隊
に 

守
ら
れ
助
け
ら
れ
て 

い
る
か
を
再
確
認
し 

ま
し
た
。
質
疑
応
答 

で
も
多
く
の
質
問
が 

飛
び
、
学
び
の
多
い 

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
酒
蔵
見
学
」 

日
時 

 

11
月
30
日(

土) 

13
時
半 

会
場 

株
式
会
社 

加
越 

加
越
酒
造 

参
加 

６
名 

今
年
の
北
部 

ブ
ロ
ッ
ク
研
修 

会
は
、
加
越
酒 

造
の
初
し
ぼ
り 

酒
蔵
見
学
を
計 

画
し
ま
し
た
。 

安
宅
校
下
公 

民
館 

東
館
長 

の
元
職
場
と
い 

う
こ
と
も
あ
り
、 

話
は
ス
ム
ー
ズ 

で
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

参
加
者
は
６
名
で
や
や
少
な
か
っ
た

で
す
が
、
お
酒
作
り
を
詳
し
く
学
び
充
実

し
た
内
容
で
し
た
。
蒸
米
に
麹
菌
を
付
け

て
、
麹
菌
が
米
の
で
ん
ぷ
ん
を
ブ
ド
ウ
糖

に
分
解
す
る(

糖
化)
、
酵
母
を
加
え
て
ブ

ド
ウ
糖
を
ア
ル
コ
ー
ル
に
分
解
す
る(

発

酵)

経
て
日
本
酒
が
で
き
る
こ
と
、
醸
造
酒

で
は
日
本
酒
が
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
一
番

高
い
事
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
し
ぼ
り
で
搾
り
た
て
の
お
酒
の
試
飲
、

酒
粕
の
詰
め
放
題
、
お
土
産
に
お
酒
も
頂

き
ま
し
た
。
社
長
か
ら
は
『
宴
た
け
な
わ
』

の
意
味
も
教
え
て
頂
き
、
今
度
宴
会
で
使

お
う
と
大
変
有
意
義
で
楽
し
い
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

酣(

た
け
な
わ)

の
字
は
、
酒
に
甘
い
と

書
き
、
お
酒
が
発
酵
す
る
工
程
で
甘
さ
が

増
し
て
い
く
工
程
を
表
し
て
い
る
。
発
酵

す
る
時
に
は
じ
け
る
音
と
だ
ん
だ
ん
と
甘

く
な
っ
て
い
く
過
程
を
宴
会
な
ど
に
置
き

換
え
て
、
会
話
が
盛
り
上
が
り
め
い
め
い

が
楽
し
ん
で
い
る
状
態
を
指
す
。 

 

「
飾
り
寿
し
講
座
」 

日
時 

12
月
14
日(

土)

10
時 

会
場 

芦
城
セ
ン
タ
ー 

参
加 

17
名 

講
師 

料
理
研
究
家 

仕
平 

幹
子 

氏 

子
ど
も
に
も
、 

大
人
に
も
喜
ば
れ 

る
飾
り
巻
き
寿
し 

を
自
分
で
作
っ
て 

み
よ
う
～
を
テ
ー 

マ
に
料
理
の
講
習 

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

講
師
の
先
生
は
、
ご
自
分 

の
教
室
や
北
國
新
聞
文
化 

セ
ン
タ
ー
講
師
を
務
め
る 

傍
ら
食
の
探
求
心
も
熱
く
、 

マ
ヨ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
準
優 

勝
と
い
う
経
歴
も
あ
る
方 

で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
話
術 

で
、
参
加
者
も
楽
し
く
意 

欲
的
に
取
り
組
め
ま
し
た
。 

先
生
は
こ
こ
近
年
の
日
本 

人
の
米
離
れ
に
注
目
も
さ 

れ
て
お
り
、
お
米
を
食
べ 

る
大
切
さ
を
お
話
し
く
だ 

さ
い
ま
し
た
。
４
班
に
分 

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分 

の
飾
り
巻
き
ず
し
に
挑
戦 

し
ま
し
た
。
ま
た
、
巻
き 

ず
し
以
外
に
肉
じ
ゃ
が
・ 

し
め
鯖
の
和
え
物
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。 

男
性
が
多
く
参
加
さ
れ
た
講
座
で
し 

た
が
、
皆
さ
ん
手
際
よ
く
上
手
に
作
業
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
町
館
や
家
庭
で
も
作

っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」 

日
時 

12
月
21
日
（
土
）
13
時
半 

会
場 

東
陵
会
館 

参
加 

32
名 

講
師 

大
川
町
西
照
寺
僧
侶 

日
野 

史
氏 

講
師
の
史
さ
ん
は
姉
の 

直
さ
ん
と
「
ひ
の
う
姉
妹
」 

と
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み 

全
国
規
模
で
活
躍
す
る
ミ 

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
の 

顔
を
持
ち
、
法
話
ラ
イ
ブ 

等
で
忙
し
い
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。 

自
身
が
代
表
を
務
め
る
こ
ま
つ
こ
ど
も
食

堂
で
は
市
内
九
か
所
で
展
開
し
、
寄
付
で

集
め
た
食
材
を
シ
ェ
ア
し
ロ
ス
が
ロ
ス
を

生
ま
な
い
よ
う
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
取
り
組
む

活
動
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
能

登
地
震
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
何
度

も
能
登
に
足
を
運
び
苦
労
し
た
実
体
験
を

話
し
て
い
た
だ
き
い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
本
業
で
あ
る
法
話
で
は
、「
生
・

老
・
病
・
死
」
生
ま
れ
て
老
い
て
病
気
に

な
り
死
ぬ
と
い
う
事
と
「
無
・
有
・
代
・

者
」
誰
も
私
の
代
わ
り
に
は
な
れ
な
い
と

い
う
話
を
さ
れ
、「
生
き
る
っ
て
？
」
苦
悩

す
る
人
生
を
生
き
る
事
と
説
か
れ
ま
し
た
。

「
あ
な
た
の
本
当
に
大
切
な 

モ
ノ
は
何
で
す
か
？
」
と
参 

加
者
に
問
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

大
変
考
え
さ
せ
ら
れ
る
法
話 

で
し
た
。
最
後
に
ア
ン
パ
ン 

マ
ン
の
歌
詞
で
法
話
を
締
め 

く
く
ら
れ
ま
し
た
。
史
さ
ん 

の
熱
弁
に
参
加
者
全
員
の
心 

が
熱
く
な
り
、
元
気
と
や
る 

気
と
何
よ
り
も
、
生
き
る
気 

力
を
い
た
だ
い
た
講
演
で
し
た
。 

（3）         小松市公民館連合会 会報 第 92 号 令和７年３月１５日 
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第
一
校
下
公
民
館 

 

館
長 

南
出 

正
晴 

 
 

 第
一
校
下
は

11
町
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
恒
例
の
行
事
と
し
て
、
各
町

対
抗
・
各
年
代
別
の
球
技
大
会
を
開
催
、

秋
に
は
昨
年

64
回
を
迎
え
た
第
一
校
下

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
通
学

路
安
全
確
認
も
併
せ
、
自
宅
か
ら
第
一
小

学
校
ま
で
徒
歩
で
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

が
定
着
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
に
は
も

う
一
つ
第
一
校
下
文
化
祭
ふ
れ
あ
い
祭
り

を
開
催
し
て
お
り
、
昨
年
39
回
を
迎
え
ま

し
た
。
文
化
祭
で
は
各
町
独
自
の
模
擬
店

や
展
示
物
、
ま
た
各
種
団
体
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
等
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
小
松
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、

多
く
の
選
手
団
を
派
遣
し
て
お
り
、
男
女

ア
ベ
ッ
ク
総
合
優
勝
を
通
年
目
標
に
掲
げ

校
下
内
ア
ス
リ
ー
ト
の
発
掘
・
育
成
に
取

組
ん
で
お
り
ま
す
。 

こ
の
素
晴
し
い
地
域
の
公
民
館
活
動

に
誇
り
を
持
ち
、
地
域
の
和
が
さ
ら
に
広

く
永
く
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

             

  

若
杉
町
公
民
館 

 

館
長 

小
松 

康
弘 

 

若
杉
町
公
民
館
は
、【
町
民
の
憩
い
の 

場
・
交
流
の
場
】
と
し
て
町
民
や
各
種 

団
体
に
会
館
を
開
放
し
て
い
ま
す
。 

『
町
内
運
動
会
』『
町
内
文
化
祭
』
を
メ

イ
ン
に
、
春
に
は
公
民
館
か
ら
憩
い
の

森
ま
で
、
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
自
然
を

満
喫
す
る
『
歩
こ
う
会
』
、
お
盆
に
開
催

さ
れ
る
『
夏
祭
り
』
な
ど
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
シ
ロ
消
毒
な
ど
の
害
虫
駆

除
を
行
い
、
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
中
で

も
特
に
メ
イ
ン
の
『
町
内
文
化
祭
』
は
、

焼
き
鳥
・
焼
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
『
模

擬
店
』
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
自

慢
の
『
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
』
や
、『
竹

細
工
コ
ー
ナ
ー
』『
将
棋
大
会
』
な
ど
。

午
後
か
ら
は
保
育
園
児
年 

長
に
よ
る
『
歌
と
踊
り
』 

を
皮
切
り
に
、
小
学
校
５ 

・
６
年
生
や
町
内
の
有
志 

に
よ
る
演
目
、
若
杉
合
唱 

の
会
の
『
合
唱
』
な
ど
が 

あ
り
、
演
芸
の
締
め
を
飾 

る
公
民
館
役
員
に
よ
る 

『
劇
』
は
、
【
笑
い
と
感 

動
】
で
毎
年
大
い
に
盛
り 

上
が
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
【
町
民
の 

憩
い
の
場
・
交
流
の
場
】
と 

し
て
、
多
く
の
町
民
が
気 

兼
ね
な
く
参
加
し
、
楽
し 

ん
で
も
ら
え
る
行
事
を
し 

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
公
民
館
行
事
を 

通
し
て
町
内
が
よ
り
一
層 

活
性
化
し
、
盛
り
上
が
っ 

て
行
け
れ
ば
良
い
と
思
っ 

て
お
り
ま
す
。 

 
 市

立
板
津
公
民
館 

 
 

 
 

館
長 

前
川 

富
男 

 

市
立
板
津
公
民
館
は
、
板
津
地
区
（
犬

丸
・
荒
屋
・
能
美
の
３
校
下
）
に
あ
る

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
す
。
板
津
地
区

体
育
館
内
に
事
務
所
が
あ
り
、
講
座
の

教
室
は
研
修
室
と
体
育
館
で
す
。 

令
和
７
年
度
は 

12
の
講
座
を
開
催 

し
ま
す
。
研
修
室 

で
は
「
ガ
ー
デ
ニ 

ン
グ
」
「
脳
ト
レ
英 

語
」
「
俳
句
を
楽
し 

む(

新)

」
「
書
道
」 

「
水
彩
画
」「
水
引
」 

「
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ 

ワ
ー(

新)

」
の
趣 

味
教
養
講
座
、
体
育
館
で
は
「
健
康
太

極
拳
」「
ら
く
ら
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」「
リ

ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
」「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

「
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス(

新)

」
の
健
康
講
座

な
ど
で
す
。 

テ
レ
ビ
で
人
気
の
俳
句
教
室
な
ど
新

し
い
企
画
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
生
涯

学
習
に
相
応
し
い
息
の
長
い
講
座
づ
く

り
を
め
ざ
し 

 

て
い
き
ま
す
。 

受
講
さ
れ 

て
い
る
皆
さ 

ん
の
誰
も
が 

生
き
生
き
と 

楽
し
ん
で
お 

ら
れ
、
職
員 

が
元
気
を
も 

ら
っ
て
い
ま 

す
。 

 

 
 

 
 

 
 
 

     
   

芦
城
校
下
公
民
館 

館
長 

池
田 

辰
雄 

 

① 

校
下
公
民
館 

館
長 

４
年 

公
民
館
在
職
年
数 

37
年
間 

② 

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ

観
戦 

③ 

松
山
千
春
「
大
空
と
大
地
の
中
で
」 

④ 

山
本
五
十
六 

「
や
っ
て
み
せ
、
言

っ
て
聞
か
せ
て
、
さ
せ
て
み
せ
、
ほ

め
て
や
ら
ね
ば
、
人
は
動
か
じ
」
は

昔
か
ら
模
範
と
し
て
い
る
名
言 

⑤ 

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
へ
突

入
し
た
現
代
、
見
守
り
が
必
要
な

高
齢
者
同
様
、
元
気
な
高
齢
者
も

増
え
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
園
・
小
学

校
・
中
学
校
の
子
ど
も
達
と
の
交

流
を
増
や
し
て
い
く
企
画
・
活
動

が
必
要 

  

市
立
稚
松
公
民
館 

主
事 

吉
田 

良
恵 

 

➀ 

市
立
公
民
館 

主
事
５
年 

② 

海
外
旅
行
、 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
入
れ 

③ 

Ｈ
ｅ
ｘ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
（
高
校
生
の
息 

 

子
が
文
化
祭
で
組
ん
だ
バ
ン
ド 

 

で
す 

笑
） 

④ 

物
事
を
客
観
的
に
見
れ
る
人
。 

考
え
方
に
柔
軟
性
が
あ
る
人
。 

こ
ん
な
人
に
な
り
た
い
の
で
す
が

…
。
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。 

⑤ 

地
域
で
親
し
ま
れ
る
、
ち
ょ
っ
と

寄
り
た
く
な
る
公
民
館
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
や
生

き
が
い
づ
く
り
に
貢
献
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

人 物 
ク ローズアップ 
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① 

公
民
館
在
籍
年
数 

② 

趣
味 

③ 

好
き
な
歌
手
・ 

歌
（
心
に
残
る
曲
） 

④ 

尊
敬
す
る
人
物
と
そ
の
理
由 

⑤ 
 

公
民
館
活
動
に
一
言 


